別紙様式

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費

	事業名:乳用牛改良増殖推進事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　酪農肉用牛担当　電話番号：058-272-1111（内2879）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：860千円（前年度予算額：860千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  酪農経営の安定を図るため、乳用牛の改良や飼養管理の改善のため実施する下記の調査・指導に対して助成する。

    乳用牛群検定普及定着化事業

        牛群検定を行う農家の飼養する検定牛1頭ごとに乳成分を調査する。

    乳用種雄牛後代検定推進事業

        国内の種雄牛候補の精液を牛群検定農家の飼養する乳用牛に交配し、生産された雌子牛の保留・牛群検定の実施を円滑に行うための調査指導を実施する。
乳用牛群検定（牛群検定）とは

    検定参加農家に飼養されている乳用牛全頭について、乳量や乳成分、飼料給与状況、繁殖記録等を毎月1回、牛ごとに記録し、そのデータを家畜改良事業団において集計・分析して検定成績表として農家へフィードバックするもの。

    検定成績表は、乳牛の飼養管理、繁殖管理、乳質管理、牛群改良等に活用される。
乳用種雄牛後代検定（後代検定）とは

    国内の種雄牛候補の精液を牛群検定参加農家の乳用牛に交配し、生産された雌牛の能力を検定することにより、その検定結果から種雄牛候補の遺伝能力を推定するもの。

	２　所要経費


    事業費      ：              4,411千円

うち乳用牛群検定普及定着化事業      4,041千円
      うち乳用種雄牛後代検定推進事業        370千円

    負担区分    ：県              860千円

        事業実施主体  3,551千円    

    事業実施主体：岐阜県酪農農業協同組合連合会

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

  ２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・競争力のある産地をつくる
	２　これまでの取組状況


  牛群検定は、乳用牛個体毎の能力並びに飼養管理のデータを検定員が採取し、社団法人家畜改良事業団で解析後農家にフィードバックされ、乳用牛の改良や飼養管理の改善に反映させるため実施している。

県内の検定農家加入割合は３６％で増加しつつある。

	３　これまでの取組に対する評価


  経産牛１頭当たりの生乳生産量は、平成20年度の全国平均で、牛群検定実施農家と非検定実施農家の平均乳量を見た場合、約1,784kgの開きがある。本事業により牛群検定に取り組んでいる牛群検定農家では、乳用牛の改良や飼養管理の改善が図られている。

  県内検定農家が後代検定に協力することにより選抜された乳用種雄牛の遺伝的能力は、インターブルによる国際評価において酪農主要国と肩を並べる水準にあり、県内酪農家がその種雄牛の精液を用いて乳用牛を改良することで乳量が増加している。
インターブルとは
世界レベルでの改良の進展により、各国の種雄牛を同じ物差しで評価する必要が生じ、1983年に設立され、1988年以来ICAR（Interna-tional Comittee for Animal Recording；家畜記録国際委員会）という家畜の能力検定の手法に関する国際委員会の中の小委員会のひとつとして活動を行っており、北米、欧州をはじめとする34カ国が参加している。
日本は1984年に加入し、2003年8月から評価に参加している。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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